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経
　
済
政
策
本
質
論
（
そ
の
二
）
－
人
間
欲
望
充
足
の
社
会
的
条
件
－
前
川
忠
良
序
一
、
人
間
存
在
の
二
重
性
二
、
資
本
論
ブ
ラ
ン
と
商
品
の
物
神
性
三
、
欲
望
充
足
の
二
側
面
四
、
暴
力
の
社
会
的
役
割
五
、
社
会
発
展
と
自
由
六
、
階
級
社
会
に
於
け
る
人
間
欲
望
・
結
び
序吾
々
人
類
が
そ
の
永
い
歴
史
を
辿
り
、
今
日
尚
益
々
そ
の
発
展
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
吾
々
は
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
は
あ
く
な
き
人
間
の
欲
望
で
あ
る
こ
と
を
、
先
づ
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
従
っ
て
ま
た
、
人
間
の
欲
望
乃
至
そ
の
実
現
そ
経
済
政
策
本
質
論
（
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
経
営
と
経
済
の
も
の
に
、
人
間
の
存
在
、
乃
至
社
会
発
展
の
形
態
を
規
定
す
る
要
因
が
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
人
間
の
欲
望
乃
至
そ
の
実
現
の
方
法
は
、
或
る
程
度
ま
で
は
生
産
力
の
増
大
と
い
う
過
程
を
通
じ
て
、
社
会
の
生
産
様
式
を
規
制
す
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
聞
の
欲
望
乃
至
そ
の
実
現
の
方
法
は
、
よ
り
直
接
的
に
社
会
形
態
に
影
響
す
る
側
面
が
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
人
間
は
自
然
の
生
成
物
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
於
て
、
自
然
か
ら
規
制
さ
れ
る
が
、
同
時
に
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
人
間
欲
望
の
実
現
が
如
何
な
る
形
態
で
社
会
に
反
映
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
又
吾
々
人
聞
社
会
は
単
に
経
済
的
な
諸
関
係
の
み
で
は
な
い
。
経
済
的
諸
関
係
は
人
聞
社
会
の
重
要
な
基
盤
で
あ
り
得
て
も
、
決
し
て
y¥ 
そ
の
凡
て
で
は
な
い
。
倫
理
乃
至
暴
力
は
社
会
の
運
動
の
一
つ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
五
口
々
が
正
し
い
経
済
政
策
理
論
に
到
達
す
る
為
に
は
、
政
治
権
力
と
し
て
転
化
し
た
暴
力
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
経
済
学
会
に
於
て
は
、
倫
理
乃
至
暴
力
は
殆
ん
ど
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
来
経
済
政
策
は
寧
ろ
極
め
て
政
治
的
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
政
治
と
し
て
の
暴
力
の
分
析
が
行
わ
れ
ず
、
又
本
来
経
済
政
策
論
に
属
す
べ
き
独
占
資
本
主
義
論
、
帝
国
主
義
論
等
が
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
論
」
的
経
済
理
論
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
と
す
る
誤
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
資
本
論
」
プ
ラ
ン
に
於
て
種
々
の
論
争
が
行
わ
れ
る
が
、
吾
々
は
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
プ
ラ
ン
の
何
処
に
経
済
政
策
論
を
位
置
づ
け
る
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
五
口
々
は
そ
の
解
明
の
錠
は
、
商
品
の
物
神
性
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
を
知
何
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
判
断
す
る
。
又
人
間
欲
望
の
充
足
は
、
そ
の
可
能
性
と
し
て
の
自
由
の
獲
得
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
吾
々
は
人
聞
の
歴
史
を
見
る
時
、
一
方
に
於
て
生
産
力
の
発
展
が
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
自
由
の
拡
大
と
い
う
事
実
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
む
且
つ
、
重
要
な
点
は
、
よ
り
具
体
的
に
社
会
を
把
握
す
る
時
、
社
会
は
そ
の
力
関
係
に
よ
三
」
現
実
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
人
間
の
個
々
人
の
欲
望
の
実
現
は
、
社
会
の
力
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
生
産
力
の
発
展
は
個
人
に
対
し
て
そ
の
ま
、
直
接
に
反
映
き
れ
、
現
実
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
生
産
力
の
発
展
を
以
っ
て
重
要
な
価
値
基
準
と
す
る
こ
と
は
、
重
大
な
誤
り
を
内
包
し
て
い
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
、
人
間
存
在
の
二
重
性
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
生
の
生
産
な
る
も
の
は
、
そ
の
労
働
に
よ
る
自
分
自
身
の
生
活
、
及
び
生
殖
に
よ
る
他
の
生
命
の
創
出
に
よ
り
、
予
め
二
重
な
関
係
と
し
て
、
(
一
方
で
は
自
然
的
な
、
他
方
で
は
社
会
的
な
関
係
)
現
わ
れ
る
。
こ
冶
に
社
会
的
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
条
件
、
い
か
な
る
目
的
か
を
間
わ
ず
、
乙
、
で
は
多
数
個
人
の
相
互
作
用
と
い
う
意
味
で
あ
る
よ
と
い
う
。
人
聞
が
個
体
と
し
て
は
自
然
の
産
物
と
い
う
意
味
で
の
自
然
的
存
在
で
あ
り
乍
ら
、
人
間
の
性
欲
に
基
く
男
女
関
係
乃
至
子
供
を
含
め
た
家
族
関
係
は
同
時
に
社
会
的
関
係
で
あ
り
、
家
族
関
係
と
い
う
最
少
の
社
会
的
単
位
を
始
源
と
し
て
、
血
族
的
、
乃
至
地
域
的
社
会
を
形
成
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
間
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
、
自
然
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
存
在
で
あ
り
、
又
人
聞
は
こ
の
矛
盾
の
関
係
に
あ
る
こ
っ
の
側
面
の
統
一
物
で
あ
る
。
人
間
は
そ
の
意
味
に
於
て
、
常
に
動
揺
す
る
不
安
定
な
存
在
で
あ
る
。
矛
盾
の
関
係
と
は
、
人
間
の
両
側
面
の
相
互
依
存
、
相
互
排
反
の
関
係
で
あ
り
、
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
間
は
社
会
的
存
在
と
し
て
し
か
実
現
し
得
ず
、
又
社
会
的
存
在
た
り
う
る
為
に
は
、
自
然
的
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
同
時
に
又
、
自
然
的
存
在
を
主
張
す
れ
ば
社
会
的
存
在
を
否
定
せ
ぎ
る
を
得
ず
、
社
会
的
存
在
を
主
張
す
れ
ば
、
自
然
的
存
在
を
否
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
関
係
を
も
っ
。
か
く
の
如
く
人
聞
が
こ
の
矛
盾
の
関
係
に
あ
る
二
つ
の
側
面
の
統
一
物
で
あ
る
こ
と
は
、
人
聞
が
社
会
肯
定
と
社
会
否
定
と
の
矛
盾
し
た
意
識
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
社
会
の
矛
盾
の
関
係
は
、
人
間
の
意
識
上
の
矛
盾
と
し
て
反
映
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
、
資
本
家
は
労
働
者
な
く
し
て
存
在
し
得
な
い
し
、
労
働
者
も
又
資
本
家
な
く
し
て
は
労
働
者
た
り
得
な
い
。
然
し
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
こ
)
九
経
営
と
経
済
四
O 
乍
ら
、
資
本
家
と
労
働
者
は
価
値
生
産
物
に
対
す
る
分
配
に
於
て
、
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
。
か
冶
る
資
本
主
義
社
会
内
に
於
け
る
矛
盾
は
、
人
間
個
々
人
に
反
映
さ
れ
る
。
資
本
家
は
自
然
的
存
在
と
し
て
は
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
資
本
家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
逆
に
資
本
家
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
間
性
豊
か
な
人
間
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
家
は
社
会
的
存
在
と
し
て
の
資
本
家
で
あ
る
為
に
は
、
労
働
者
の
生
命
の
維
持
を
困
難
に
陥
れ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
を
蹴
首
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
人
聞
の
自
己
疎
外
は
単
に
労
働
者
の
み
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。又
人
間
の
存
在
の
両
側
面
は
次
の
如
、
き
性
格
を
も
っ
。
人
聞
の
自
然
的
存
在
と
し
て
の
諸
性
格
は
、
人
間
の
歴
史
を
通
じ
て
普
遍
的
即
ち
、
一
般
的
な
規
定
で
あ
り
、
た
ぜ
人
間
の
発
展
に
伴
っ
て
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
来
た
が
、
尚
基
本
的
性
格
と
し
て
は
、
凡
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
是
認
せ
ら
れ
う
る
性
格
を
も
っ
。
人
間
の
自
然
に
対
す
る
認
識
の
発
展
は
、
自
然
の
産
物
た
る
人
聞
に
対
す
る
認
識
の
発
展
を
同
時
に
意
味
し
、
人
間
は
他
の
動
物
と
対
比
せ
ら
れ
て
、
人
類
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
奴
隷
は
奴
隷
で
あ
っ
て
人
間
で
な
い
と
い
う
認
識
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
人
を
以
っ
て
し
て
も
認
識
し
得
な
か
っ
た
が
、
彼
は
人
間
で
あ
る
が
、
文
社
会
的
に
は
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
発
展
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
で
あ
る
以
上
は
叩
か
る
れ
ば
痛
く
、
子
を
失
え
ば
悲
し
く
、
食
う
に
こ
と
欠
げ
れ
ば
飽
え
る
と
い
う
同
じ
経
験
認
識
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
人
間
は
そ
の
身
分
の
如
何
ん
を
間
わ
ず
、
同
じ
人
間
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
人
間
平
等
の
積
極
的
新
し
い
価
値
と
、
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ュ
l
マ
ニ
ズ
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
を
発
生
せ
し
め
る
。
人
間
の
欲
望
充
足
と
い
う
個
人
主
義
的
価
値
判
断
は
、
自
ら
発
展
し
て
、
人
間
平
等
乃
至
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
社
会
的
価
値
判
断
の
基
礎
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
知
く
、
人
間
の
自
然
的
側
面
が
、
人
類
の
歴
史
に
普
遍
的
、
一
般
的
に
妥
当
す
る
に
対
し
て
、
人
間
の
社
会
的
側
面
の
性
格
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
常
に
社
会
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
人
間
は
原
始
共
産
社
会
か
ら
、
奴
隷
制
、
封
建
制
、
資
本
主
義
、
或
い
は
社
会
主
義
と
、
何
ら
か
の
社
会
的
形
態
の
下
に
於
け
る
社
会
人
と
し
て
存
在
し
て
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
之
ら
の
社
会
は
本
質
的
に
は
生
産
力
の
発
展
段
階
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
必
然
的
に
、
夫
々
特
殊
な
性
格
を
持
っ
た
社
会
と
し
て
現
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
杜
会
は
、
そ
れ
に
独
得
な
社
会
的
発
展
法
則
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
人
間
の
社
会
的
側
面
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
る
認
識
は
、
そ
の
社
会
の
み
に
妥
当
す
る
法
則
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
資
本
主
義
を
如
何
に
詳
細
に
分
析
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
社
会
の
運
動
法
則
即
ち
、
発
生
、
発
展
、
消
滅
の
過
程
を
分
析
し
得
た
と
し
て
も
、
資
本
主
義
を
否
定
す
る
法
則
は
見
出
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
様
式
、
即
ち
、
資
本
主
義
社
会
の
分
析
は
、
資
本
主
義
の
法
則
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
の
狭
義
の
経
済
学
を
構
成
す
る
が
、
社
会
形
態
の
発
展
の
法
則
を
対
象
と
す
る
広
義
の
経
済
学
(
又
は
社
会
学
)
は
、
凡
ゆ
る
社
会
の
生
産
様
式
に
普
遍
的
、
且
つ
一
般
的
な
、
法
則
に
よ
っ
一
つ
の
生
産
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、
広
義
の
経
済
学
の
認
識
は
、
人
間
の
自
然
的
側
面
の
正
し
い
把
握
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。又
吾
々
は
、
人
聞
の
自
然
的
側
面
と
社
会
的
側
面
と
の
相
互
の
関
係
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
人
間
は
こ
の
両
側
面
の
矛
盾
の
統
一
と
し
て
存
在
す
る
が
、
何
れ
の
側
面
が
主
要
な
側
面
で
あ
る
か
と
。
人
間
は
自
然
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
荷
ひ
手
と
し
て
、
初
め
て
社
会
的
存
在
た
り
得
る
。
わ
か
り
易
い
例
を
あ
げ
れ
ば
、
商
品
の
価
値
は
使
用
価
値
を
荷
ひ
手
と
し
て
現
実
化
さ
れ
う
る
乙
と
、
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
マ
ル
ク
ス
の
「
出
発
点
は
当
然
に
自
然
的
規
定
性
で
あ
る
。
」
の
説
明
に
も
明
ら
か
な
如
く
、
人
聞
に
と
っ
て
は
人
聞
の
自
然
的
側
面
が
主
要
な
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
の
自
然
的
側
面
は
そ
の
ま
冶
に
於
て
は
社
会
的
寄
在
た
り
得
な
い
。
自
然
的
側
面
は
一
つ
そ
れ
が
社
会
的
実
在
た
り
得
る
事
は
、
社
会
的
規
制
を
受
け
る
限
り
に
於
て
Y
あ
る
。
そ
の
社
会
的
規
制
一
つ
の
特
殊
な
発
展
段
階
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
社
会
的
規
制
は
夫
々
の
社
会
形
態
に
よ
っ
て
異
っ
た
性
格
を
も
つ
こ
と
は
既
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
人
聞
の
自
然
的
側
面
が
主
要
な
側
面
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
一
つ
の
潜
在
的
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
味
を
明
確
に
す
る
為
に
例
を
あ
ぐ
る
な
ら
ば
、
商
品
と
い
う
社
会
的
存
在
た
り
得
る
使
用
価
値
は
、
使
用
価
値
と
し
て
の
使
用
価
値
で
は
な
の
潜
在
的
可
能
性
に
す
ぎ
ず
、
と
は
、
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
一
一
)
四
経
蛍
と
経
済
四
ぃ
。
そ
れ
は
社
会
的
一
般
的
使
用
価
値
で
あ
り
、
且
つ
、
価
値
生
産
物
と
し
て
社
会
に
於
て
交
換
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
や
空
気
は
使
用
価
値
で
は
あ
っ
て
も
商
品
た
り
得
な
い
。
使
用
価
値
と
し
て
の
使
用
価
値
は
商
品
に
と
っ
て
は
一
種
の
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
。
一
定
の
条
件
を
充
す
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
商
品
た
り
う
る
。
人
間
の
自
然
的
側
面
も
社
会
的
側
面
に
よ
っ
て
初
め
て
現
実
化
さ
れ
う
る
。
人
は
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
資
本
主
義
の
法
則
に
規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
、
社
会
人
た
り
得
な
い
が
、
か
、
る
資
本
主
義
的
社
会
人
が
人
間
の
凡
て
JY
は
な
い
。
商
品
と
な
り
得
な
い
使
用
価
値
と
し
て
の
使
用
価
値
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
社
会
人
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、
社
会
化
き
れ
な
い
と
こ
ろ
の
人
間
の
自
然
的
側
面
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
潜
在
的
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
人
聞
の
自
然
的
側
面
は
、
社
会
形
態
が
変
化
し
た
場
合
、
具
体
的
社
会
人
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
又
自
然
的
側
面
が
主
要
な
側
面
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
、
社
会
的
存
在
と
自
然
的
存
在
と
の
矛
盾
が
激
化
し
た
場
合
に
は
、
自
然
的
存
在
と
し
て
人
間
は
、
特
殊
な
社
会
的
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
聞
の
自
然
的
側
面
に
照
応
す
る
社
会
を
打
建
て
る
乙
と
に
よ
っ
て
自
己
に
内
在
す
る
両
側
面
の
矛
盾
を
解
決
す
る
に
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
は
、
そ
の
所
属
す
る
社
会
の
形
態
か
、
る
社
会
的
形
態
の
一
員
と
し
て
の
み
人
間
は
社
会
的
存
在
た
り
得
る
。
然
し
乍
ら
、
自
然
的
存
在
と
し
て
人
間
の
最
低
要
求
を
否
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
、
即
ち
、
人
聞
の
自
然
的
存
在
の
限
界
以
下
に
押
え
つ
け
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
、
人
々
は
そ
の
社
会
的
形
態
を
自
然
的
人
間
の
要
求
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
Q
即
ち
、
人
間
個
々
人
の
社
会
的
反
抗
か
、
集
団
的
暴
力
に
よ
る
社
会
形
態
の
変
革
が
行
わ
れ
る
。
人
間
は
そ
の
自
然
的
存
在
を
無
視
し
た
社
会
的
存
在
は
あ
り
得
な
い
し
、
社
会
的
存
在
は
自
然
的
存
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
在
を
拘
束
し
、
制
限
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
ζ
と
は
出
来
な
い
。
之
に
反
し
て
、
自
然
的
存
在
は
社
会
的
存
在
か
ら
拘
束
さ
れ
乍
ら
も
、
基
本
的
な
自
然
的
存
在
の
否
定
点
に
於
て
、
社
会
的
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
Q
即
ち
、
社
会
変
革
に
よ
っ
て
、
人
聞
の
自
己
疎
外
が
再
び
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ョ
つ
ま
り
、
社
会
的
仔
在
形
態
は
変
革
し
う
る
が
、
自
然
的
存
在
の
人
間
の
本
質
は
変
革
す
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
本
質
的
に
人
聞
を
規
定
す
る
も
の
は
、
人
間
の
自
然
的
側
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
ο
但
し
、
或
る
社
会
に
於
け
る
構
成
員
相
互
間
の
相
互
依
存
と
相
互
排
反
の
性
格
は
、
そ
の
何
れ
が
主
要
な
側
面
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
社
会
内
矛
盾
の
性
格
が
規
定
さ
れ
、
又
か
、
る
社
会
的
存
在
が
、
社
会
構
成
員
の
意
識
の
矛
盾
に
反
映
さ
れ
る
。
二
、
資
本
論
プ
ラ
ン
と
商
品
の
物
神
性
マ
ル
ク
ス
は
資
本
論
第
一
篇
、
第
一
章
商
品
の
第
四
項
に
於
て
、
「
商
品
の
物
神
性
、
及
び
そ
の
秘
密
」
に
関
す
る
分
析
を
展
開
し
、
同
時
に
人
間
疎
外
論
を
展
開
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
学
界
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
プ
ラ
ン
と
の
関
聯
に
於
て
論
争
が
行
わ
れ
ず。
マ
ル
ク
ス
は
「
商
品
は
一
見
、
自
明
的
な
、
た
わ
い
な
い
物
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に
、
そ
れ
を
分
析
し
て
み
る
と
、
形
似
上
学
的
の
煩
墳
と
神
学
的
の
気
紛
れ
と
に
充
ち
た
至
っ
て
奇
怪
な
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
商
品
は
使
用
価
値
で
あ
る
限
り
、
そ
の
諸
性
質
に
依
っ
て
人
類
の
欲
望
を
充
た
す
と
い
う
見
地
か
ら
観
察
し
て
も
、
又
は
人
間
労
働
の
生
産
物
た
る
資
格
に
於
て
初
め
て
こ
れ
ら
の
性
質
を
受
け
る
と
い
う
見
地
か
ら
観
察
し
て
も
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
何
ら
神
秘
的
な
点
を
有
し
て
居
ら
ぬ
。
人
類
は
そ
の
活
動
に
依
っ
て
、
自
然
素
材
の
諸
形
態
を
ば
自
己
に
有
用
と
な
る
よ
う
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
感
性
的
に
明
瞭
な
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
木
材
の
形
態
は
、
そ
れ
で
卓
子
を
造
る
時
に
変
更
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
卓
子
は
木
材
と
い
う
平
常
の
有
用
物
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
然
る
に
そ
れ
は
、
商
品
と
し
て
現
わ
れ
る
や
否
や
、
有
形
的
た
る
と
同
時
に
ま
た
超
有
形
的
な
る
一
つ
の
物
と
な
る
。
l
l
l要
す
る
に
商
品
の
神
秘
的
な
性
質
は
、
そ
の
使
用
価
値
か
ら
生
ず
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
価
値
決
定
の
内
容
か
ら
生
ず
る
も
の
で
も
な
い
。
l
l然
ら
ば
、
労
働
生
産
物
が
商
品
形
態
を
採
る
や
否
や
帯
ぶ
る
と
こ
ろ
の
謎
的
性
質
は
何
処
か
ら
生
ず
る
か
?
明
ら
か
に
商
品
形
態
そ
れ
自
身
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
Q
1
1
斯
く
し
て
商
品
形
態
を
秘
密
に
充
ち
た
も
の
と
す
る
原
因
ほ
、
要
す
る
に
左
の
事
実
に
存
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
乙
即
ち
、
商
品
形
態
な
る
も
の
は
、
人
間
労
働
の
社
会
的
性
質
を
ば
、
労
働
生
産
物
の
対
象
的
性
質
と
し
て
経
詰
政
策
本
質
論
(
そ
の
二
)
四
経
蛍
と
経
済
四
四
労
働
生
産
物
の
社
会
的
な
る
自
然
性
質
y
こ
し
て
見
え
し
め
、
か
く
し
て
ま
た
総
労
働
の
社
会
的
関
係
を
ば
、
生
産
者
の
外
部
に
存
在
す
る
各
対
象
聞
の
社
会
的
関
係
と
し
て
見
え
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
つ
二
i
商
品
の
魔
術
的
性
質
は
、
商
品
を
生
産
す
る
労
働
独
特
の
社
会
的
性
質
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
一
生
産
者
の
私
的
労
働
は
事
実
に
於
て
二
重
の
社
会
的
性
質
を
受
け
る
。
即
ち
そ
れ
は
一
方
に
、
一
定
の
有
用
労
働
と
し
て
一
定
の
社
会
的
欲
望
を
充
た
し
、
か
く
し
て
総
労
働
の
、
原
生
的
に
発
達
し
た
る
社
会
的
分
業
組
織
の
肢
体
た
る
実
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
方
に
そ
れ
は
、
特
殊
の
各
有
用
私
的
労
働
が
他
の
有
用
種
類
の
各
私
的
労
働
と
交
換
し
う
る
も
の
で
あ
り
随
っ
て
値
打
の
等
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
に
於
い
て
の
み
、
そ
れ
に
従
事
す
る
生
産
者
の
種
々
多
様
な
る
欲
望
を
充
た
す
の
で
あ
る。」乙
の
事
は
次
の
如
く
解
釈
し
な
ほ
す
乙
と
も
又
可
能
で
あ
ろ
う
。
人
と
人
と
の
関
係
が
労
働
の
社
会
的
性
格
に
よ
っ
て
、
物
と
物
と
の
関
係
と
し
て
現
わ
れ
、
か
く
の
知
き
物
と
物
と
の
関
係
と
し
て
吾
々
の
自
に
映
ず
る
こ
と
は
、
物
の
社
会
的
関
係
に
よ
っ
て
、
逆
に
人
闘
が
規
制
せ
ら
れ
る
乙
と
を
意
味
す
る
。
と
い
う
乙
と
は
、
人
間
は
商
品
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
社
会
的
存
在
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
、
か
く
の
如
く
物
の
関
係
と
し
て
現
象
す
る
人
聞
の
社
会
的
側
面
は
、
人
聞
の
自
然
的
側
面
を
透
か
後
方
に
押
し
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
聞
の
自
己
疎
外
が
発
展
す
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
適
確
に
把
握
さ
れ
、
社
会
科
学
と
し
て
経
済
学
が
資
本
論
に
於
て
結
実
し
た
の
は
、
単
な
る
論
理
上
の
抽
象
で
は
な
く
、
具
体
的
社
会
の
実
在
そ
の
も
の
が
、
商
品
生
産
社
会
と
し
て
物
神
性
に
よ
っ
て
抽
象
せ
ら
れ
て
存
在
し
、
且
つ
純
粋
に
物
の
関
係
の
運
動
と
し
て
現
実
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
資
本
論
は
将
に
そ
の
反
映
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
論
冒
頭
に
於
け
る
商
品
の
物
神
性
の
意
義
は
、
か
ヨ
る
社
会
的
現
実
が
、
商
品
生
産
と
い
う
抽
象
を
受
け
て
い
る
乙
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
論
理
構
成
と
し
て
は
、
人
間
の
自
然
的
側
面
の
捨
象
と
、
社
会
的
側
面
に
於
け
右
経
済
外
的
な
も
の
〉
捨
象
が
、
換
言
す
れ
ば
、
人
聞
の
自
己
疎
外
が
乙
、
に
於
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
冶
る
商
品
の
物
神
性
の
支
配
と
し
て
か
》
る
資
本
主
義
商
品
生
産
の
特
質
が
、
握
さ
れ
た
資
本
主
義
商
品
生
産
の
法
則
は
、
純
粋
な
経
済
理
論
と
し
て
の
体
系
の
確
立
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
り
、
論
理
的
な
重
要
な
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
マ
ル
ク
ス
の
物
神
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
論
プ
ラ
ン
の
問
題
も
自
ら
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
叙
述
過
程
そ
の
も
の
に
お
け
る
論
理
的
「
段
階
』
構
造
と
し
て
立
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
l
lあ
る
一
定
の
学
問
的
体
系
を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
こ
に
お
い
て
客
観
的
法
則
性
が
い
か
な
る
論
理
的
抽
象
の
次
元
で
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
認
識
論
的
角
度
か
ら
の
追
求
が
欠
如
す
る
な
ら
ば
、
か
の
「
上
向
法
」
の
無
媒
介
的
あ
て
は
め
に
よ
る
学
問
的
体
系
の
直
線
化
が
さ
げ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ン
」
論
争
が
文
献
解
釈
主
義
的
観
念
論
の
ワ
ク
を
ふ
み
こ
え
る
こ
即
ち
、
黒
田
寛
一
氏
は
、
と
が
で
き
ず
に
低
迷
し
て
い
る
根
拠
は
、
ま
さ
に
か
、
る
認
識
論
的
究
明
が
完
全
に
没
却
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
将
に
適
確
な
批
判
を
さ
れ
て
い
る
。
「
宇
野
経
済
学
方
法
論
批
判
」
)
(
黒
田
寛
一
何
故
、
商
品
の
分
析
か
ら
初
ま
り
、
且
つ
そ
の
物
神
性
及
び
人
聞
の
自
己
疎
外
が
冒
頭
に
展
開
さ
れ
た
か
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
未
完
の
章
と
し
て
予
定
さ
れ
た
国
家
、
外
国
貿
易
、
世
界
市
場
の
問
題
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
資
本
論
の
プ
ラ
ン
の
問
題
に
於
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
資
本
論
プ
ラ
ン
の
問
題
は
考
証
学
的
な
分
析
も
重
要
に
は
違
い
な
い
が
、
資
本
論
論
理
構
造
の
面
か
ら
の
分
析
も
重
要
で
あ
る
。
資
本
論
と
し
て
叙
述
せ
ら
れ
た
も
の
と
、
未
完
の
章
と
し
て
の
国
家
外
国
貿
易
、
世
界
市
場
の
問
題
と
は
、
抽
象
の
次
元
を
異
に
す
る
と
判
断
せ
、
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
正
確
に
云
え
ば
、
資
本
論
が
抽
象
化
せ
ら
れ
た
純
理
論
的
把
握
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
般
法
則
把
握
の
為
の
上
向
の
過
程
に
於
け
る
よ
り
具
体
化
せ
ら
れ
た
次
元
と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
物
神
性
の
章
が
、
人
間
の
関
係
が
商
品
の
関
係
と
し
て
即
ち
価
値
法
則
が
客
観
的
に
支
配
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
は
、
自
然
的
諸
条
件
、
ノ
市
場
の
広
狭
や
特
殊
性
、
地
域
社
会
に
支
配
す
る
経
済
外
的
な
強
制
等
が
乙
〉
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
之
に
対
し
、
未
完
の
諸
章
の
対
象
は
、
一
度
物
神
性
の
章
に
於
て
捨
象
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
よ
り
一
般
的
な
性
格
を
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
二
)
四
五
経
営
と
経
済
四
六
帯
び
て
具
体
化
せ
ら
れ
る
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
章
は
単
な
る
理
論
の
発
展
で
は
な
く
、
経
済
政
策
一
般
論
の
対
象
と
し
て
す
な
わ
ち
、
国
家
と
い
う
具
体
的
地
域
社
会
の
、
従
っ
て
政
策
主
体
の
介
入
し
た
形
態
に
於
て
、
又
従
っ
て
価
値
及
び
使
用
価
値
の
面
に
於
て
異
っ
た
作
用
を
展
開
す
る
諸
外
国
聞
の
貿
易
の
問
題
と
し
て
、
且
つ
将
来
の
形
態
と
し
て
の
世
界
単
一
市
場
え
の
発
展
と
し
て
、
一
歩
具
体
化
せ
ら
れ
た
一
般
法
則
の
分
析
で
あ
る
。
こ
、
に
云
う
一
歩
具
体
化
せ
ら
れ
た
と
云
う
意
味
は
、
現
実
の
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
の
、
国
家
即
ち
、
地
域
的
限
定
と
国
家
権
力
の
存
在
、
使
用
価
値
視
点
を
含
め
た
自
然
地
理
的
存
在
が
、
そ
の
生
産
様
式
把
握
に
於
て
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
時
間
的
な
具
象
化
と
し
て
歴
史
的
把
握
を
意
味
し
な
い
。
即
ち
、
宇
野
教
授
の
い
う
と
こ
ろ
の
段
階
論
は
、
経
済
史
的
な
分
析
を
経
済
政
策
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
経
済
政
策
一
般
論
で
は
な
い
。
少
く
と
も
資
本
主
義
経
済
政
策
論
は
資
本
主
義
政
策
に
普
遍
的
な
一
般
法
則
の
把
握
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
段
階
論
が
歴
史
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
特
殊
具
体
的
段
階
論
か
ら
、
歴
史
的
、
自
然
地
理
的
抽
象
と
し
て
の
資
本
主
義
社
会
一
般
の
国
家
、
外
国
貿
易
の
問
題
乙
そ
経
済
政
策
一
般
論
の
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
資
本
主
義
社
会
と
い
う
よ
り
具
体
的
形
態
に
於
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
政
治
経
済
的
社
会
の
一
般
的
把
握
が
行
わ
れ
た
後
初
め
て
よ
り
具
体
化
せ
ら
れ
、
歴
史
的
発
展
的
に
把
握
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
宇
野
教
授
式
の
段
階
論
が
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
。
三
、
欲
望
充
足
の
一
般
的
範
式
人
間
の
自
然
に
対
す
る
認
識
の
発
展
に
伴
っ
て
、
基
本
的
欲
望
と
し
て
の
食
欲
、
性
欲
か
ら
、
人
間
的
、
従
っ
て
補
足
的
欲
望
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
。
人
間
欲
望
の
内
容
の
複
雑
化
、
多
様
化
は
、
或
る
場
合
に
於
て
は
、
基
本
的
欲
望
を
犠
牲
に
し
て
も
、
そ
こ
に
よ
り
高
い
社
会
的
目
的
価
値
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
愛
情
と
意
志
で
あ
る
。
然
し
、
か
〉
る
人
間
の
欲
望
の
最
高
の
発
展
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
愛
情
も
、
意
志
の
発
現
も
、
人
間
の
歴
史
を
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
最
も
一
般
的
な
価
値
実
在
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
か
、
る
高
度
の
欲
望
は
あ
く
ま
で
補
足
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
、
例
外
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
吾
々
は
人
間
の
本
質
は
基
本
的
欲
望
に
於
て
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
補
足
的
欲
望
乃
至
は
副
次
的
価
値
は
本
来
基
本
的
欲
望
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
吾
々
人
間
は
こ
れ
ら
欲
望
の
充
足
の
万
法
と
し
て
二
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
自
然
的
側
面
と
し
て
生
産
力
の
発
展
に
よ
り
、
よ
り
少
き
労
力
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
、
よ
り
多
様
な
欲
望
の
充
足
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
方
は
物
質
的
欲
望
の
増
大
で
あ
り
、
他
方
は
閑
暇
乃
至
は
そ
れ
の
利
用
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
レ
ヂ
ャ
!
の
充
足
で
あ
る
。
生
産
力
の
発
展
は
同
時
に
こ
の
二
つ
を
実
現
さ
せ
る
。
即
ち
、
一
方
で
は
新
し
い
使
用
価
値
の
造
出
に
伴
う
新
し
い
欲
望
の
充
足
と
、
単
位
労
働
力
当
り
生
産
物
量
の
増
大
に
よ
る
、
物
的
欲
望
の
多
量
な
る
充
足
を
可
能
な
ら
し
め
る
事
で
あ
り
、
他
は
一
生
産
物
当
り
労
働
力
の
節
約
に
よ
る
閑
暇
の
造
出
で
あ
る
。
次
に
は
人
聞
の
欲
望
の
充
足
を
生
産
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
側
面
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
生
産
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
分
業
、
協
業
に
よ
り
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
方
法
と
、
配
分
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
生
産
の
果
実
の
社
会
的
配
分
の
方
法
を
自
己
に
有
利
に
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
社
会
の
人
間
関
係
の
二
面
を
表
現
し
て
い
る
。
即
ら
、
社
会
構
成
員
の
人
間
相
互
関
係
の
相
互
依
存
的
効
果
に
よ
る
生
産
力
の
増
大
と
、
相
互
排
反
的
側
面
の
発
現
応
よ
る
個
人
主
義
的
欲
望
の
増
大
で
あ
る
。
社
会
は
相
互
矛
盾
の
関
係
に
あ
る
多
数
人
の
集
合
体
で
あ
り
、
又
自
然
の
産
物
は
無
限
で
な
い
か
ら
、
人
闘
が
生
活
し
、
又
よ
り
多
く
の
欲
望
を
満
た
そ
う
と
す
れ
ば
、
社
会
の
人
々
の
聞
に
は
、
協
力
、
妥
協
、
競
争
、
斗
争
等
の
社
会
関
係
が
発
生
す
る
。
人
間
の
社
会
関
係
を
、
協
力
、
妥
協
の
一
面
と
し
て
の
み
把
握
す
る
こ
と
も
、
又
競
争
、
斗
争
の
関
係
と
し
て
の
み
把
握
す
る
乙
と
も
、
何
れ
も
誤
り
で
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
二
)
四
七
経
営
と
経
済
四
界、
あ
る
。
そ
れ
ら
社
会
の
運
動
は
、
基
本
的
に
は
人
聞
の
欲
望
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
異
っ
た
表
現
を
と
る
。
人
聞
の
欲
望
の
追
求
は
、
社
会
的
関
係
と
し
て
は
、
或
い
は
協
力
を
、
妥
協
を
、
或
い
は
競
争
を
、
斗
争
を
、
夫
々
欲
望
充
足
の
最
大
の
方
法
を
求
め
て
変
化
す
る
。
然
し
乍
ら
、
五
口
々
は
、
協
力
、
妥
協
、
競
争
‘
斗
争
が
何
れ
が
基
本
的
運
動
で
あ
り
、
何
れ
が
副
次
的
運
動
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
即
ち
、
何
れ
が
基
本
的
で
あ
り
、
何
れ
が
副
次
的
で
あ
る
か
は
、
欲
望
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
す
る
乙
と
が
出
来
よ
う
。
欲
望
は
本
来
個
人
の
感
覚
を
基
点
と
し
、
個
人
は
欲
望
充
足
の
最
大
を
目
的
と
す
る
限
り
は
、
人
間
の
欲
望
は
本
来
個
人
主
義
的
で
あ
る
。
自
然
に
対
す
る
人
間
相
互
の
獲
得
競
争
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
人
間
の
夫
々
の
獲
得
物
を
再
分
配
す
る
と
こ
ろ
の
、
人
間
相
互
間
の
斗
争
が
行
わ
れ
る
。
歴
史
的
に
は
生
産
力
の
発
展
が
未
熟
な
段
階
に
於
て
は
、
協
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
欲
望
充
足
に
充
分
な
獲
物
は
獲
得
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
生
産
力
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
一
つ
の
家
族
と
い
う
生
産
単
位
に
よ
っ
て
、
個
体
の
再
生
産
、
種
の
再
生
産
が
可
能
に
な
る
に
従
い
、
私
有
財
産
制
が
発
生
す
る
と
共
に
、
競
争
乃
至
斗
争
が
一
般
的
形
態
と
な
る
。
人
間
個
体
相
互
の
競
争
は
、
各
人
の
生
産
力
の
夫
々
の
発
展
と
、
生
産
物
の
交
換
と
い
う
形
を
と
る
が
、
競
争
は
必
然
的
に
両
者
の
優
劣
を
生
み
、
乙
、
に
経
済
力
の
相
異
は
、
政
治
的
社
会
形
態
と
し
て
、
階
級
乃
至
階
層
を
形
成
す
る
に
至
る
。
又
人
間
個
人
の
斗
争
は
、
暴
力
と
い
う
物
理
的
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
暴
力
は
自
然
と
し
て
の
人
聞
に
具
備
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
に
於
て
は
武
力
斗
争
乃
至
は
政
治
関
係
と
し
具
体
化
す
る
。
而
も
、
暴
力
は
人
聞
社
会
に
対
し
て
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
イ
と
し
て
君
臨
す
る
。
斗
争
は
暴
力
関
係
で
あ
る
。
即
ち
、
暴
力
に
基
く
斗
争
の
結
果
両
者
間
に
優
劣
が
明
白
と
な
る
。
経
済
的
競
争
の
結
果
の
経
済
力
の
優
劣
は
、
優
者
が
武
力
を
掌
中
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
又
暴
力
に
よ
る
斗
争
の
結
果
は
直
接
的
に
、
い
わ
ゆ
る
支
配
、
被
支
配
の
階
級
関
係
を
構
成
す
る
。
し
か
し
乍
ら
、
か
、
る
競
争
、
斗
争
が
明
確
な
優
劣
の
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
時
、
人
々
は
協
力
し
、
妥
協
す
る
。
即
ち
、
各
個
人
の
欲
望
の
充
足
が
生
産
力
の
増
大
に
よ
ら
ず
し
て
、
他
人
の
欲
望
の
侵
害
に
お
く
と
い
う
人
間
相
互
の
斗
争
は
、
相
互
に
当
初
の
目
的
に
反
し
た
損
害
を
受
け
る
場
合
が
多
い
。
斗
争
は
自
己
に
有
利
に
展
開
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
逆
の
場
合
も
さ
げ
ら
れ
な
い
。
斗
争
は
そ
れ
が
激
化
す
る
に
伴
っ
て
、
欲
望
充
足
の
増
大
と
い
う
当
初
の
目
標
を
外
れ
て
、
勝
つ
こ
と
の
み
が
斗
争
の
目
的
に
変
化
す
る
。
斗
争
に
勝
つ
こ
と
は
、
少
く
と
も
将
来
に
於
け
る
欲
望
充
足
の
増
大
を
約
束
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
、
よ
り
以
上
の
斗
争
の
結
果
は
、
両
者
聞
の
生
死
を
争
う
も
の
に
な
り
、
相
互
欲
望
に
対
す
る
斗
争
は
自
己
の
生
命
の
維
持
の
為
の
斗
い
に
転
化
す
る
。
乙
、
に
至
っ
て
、
斗
争
の
結
果
が
、
何
れ
の
側
に
於
て
も
何
ら
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
も
あ
り
、
夫
々
の
目
的
に
従
っ
て
両
者
聞
の
妥
協
を
見
る
場
合
が
あ
る
。
協
力
も
、
妥
協
も
社
会
の
運
動
に
と
っ
て
一
時
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
乍
ら
、
欲
望
の
最
大
充
足
が
人
聞
の
本
質
的
目
的
で
あ
る
限
り
、
競
争
、
斗
争
は
社
会
の
必
然
的
運
動
で
あ
り
、
協
力
、
妥
協
は
一
時
的
な
仮
象
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
競
争
、
斗
争
と
い
う
社
会
的
運
動
形
態
が
、
社
会
的
生
産
力
増
大
の
表
現
形
式
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
尚
欲
望
の
増
大
は
生
産
力
の
発
展
を
生
み
、
従
っ
て
文
分
業
の
発
展
を
も
た
ら
す
。
肉
体
労
働
の
種
類
に
基
く
分
業
で
あ
り
、
肉
体
労
働
と
頭
悩
労
働
と
の
分
業
で
あ
る
。
原
始
社
会
に
於
て
も
祭
紀
行
政
担
当
者
や
戦
士
等
の
専
門
家
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
、
る
分
業
関
係
は
次
第
に
支
配
、
被
支
配
の
階
級
性
を
帯
び
る
乙
と
、
な
る
。
四
、
暴
力
の
社
会
的
役
割
吾
々
人
聞
が
自
然
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
五
口
々
人
類
が
一
つ
血
族
的
集
団
か
ら
発
展
し
て
、
民
族
的
、
或
い
は
地
域
的
、
或
い
は
歴
史
的
規
定
を
受
け
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
、
る
人
聞
社
会
は
、
具
体
的
に
は
個
々
の
集
団
と
し
て
、
各
地
に
そ
の
生
活
基
盤
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
一
諸
政
策
・
玄
・
富
、
論
(
そ
の
四
九
経
営
と
経
済
五
O 
民
族
的
集
団
と
生
活
圏
と
し
て
の
地
域
的
集
団
と
で
あ
り
、
之
ら
集
団
が
何
ら
か
の
共
同
生
活
を
営
む
以
上
は
、
各
個
人
は
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
拘
ら
ず
、
何
ら
か
の
社
会
的
秩
序
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
又
歴
史
の
発
展
に
伴
っ
て
、
か
く
の
如
く
社
会
形
態
は
夫
々
の
変
佑
を
伴
っ
て
来
た
。
之
ら
社
会
形
態
は
経
済
的
生
産
関
係
と
し
て
の
特
殊
な
生
産
様
式
と
、
政
治
的
秩
序
関
係
と
し
て
の
政
治
様
式
と
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
生
産
関
係
は
そ
の
政
治
的
な
秩
序
関
係
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
政
治
的
秩
序
関
係
は
法
律
関
係
と
し
て
表
明
さ
れ
、
暴
力
的
制
裁
を
背
景
と
し
て
そ
の
維
持
が
保
た
れ
る
。
か
く
の
如
く
具
体
的
な
人
間
社
会
は
、
常
に
暴
力
的
政
治
関
係
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
そ
の
社
会
が
無
階
級
的
民
主
々
義
社
会
で
あ
ろ
う
と
も
、
空
想
的
社
会
で
な
い
限
り
は
、
社
会
秩
序
と
し
て
の
暴
力
的
政
治
を
背
景
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
冶
に
用
い
ら
れ
る
暴
力
と
い
う
用
語
は
、
一
般
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
如
き
、
悪
の
象
徴
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
人
聞
が
利
用
し
う
る
肉
体
的
、
物
質
的
、
従
っ
て
、
物
理
的
な
或
い
は
化
学
的
な
力
を
意
味
す
る
。
吾
々
は
暴
力
の
人
間
社
会
に
於
け
る
地
位
を
少
し
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
吾
々
人
聞
は
自
然
的
、
肉
体
的
存
在
と
し
て
、
筋
力
、
腕
力
を
も
っ
。
人
間
は
害
獣
の
襲
撃
に
対
し
、
又
自
然
現
象
の
危
機
に
際
し
て
そ
の
肉
体
を
活
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
体
及
び
種
族
の
生
存
維
持
を
計
る
。
五
日
々
は
そ
こ
に
暴
力
の
消
極
的
役
割
を
見
る
。
そ
の
反
面
、
人
間
は
積
極
的
に
筋
力
、
腕
力
を
活
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
欲
望
の
充
足
を
企
て
る
。
人
々
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
資
料
を
生
産
し
、
又
生
産
力
を
発
展
せ
し
め
る
。
し
か
し
又
、
吾
々
人
聞
は
社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暴
力
、
乃
至
武
力
は
社
会
関
係
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
欲
望
充
足
の
為
の
他
人
に
対
す
る
攻
撃
と
し
て
、
或
い
は
、
他
人
の
攻
撃
に
対
す
る
生
活
、
生
存
の
擁
護
と
し
て
、
人
間
は
暴
力
を
駆
使
す
る
。
た
し
か
に
、
暴
力
乃
至
武
力
は
社
会
関
係
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
生
き
た
人
聞
が
本
来
所
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
物
質
的
力
の
社
会
的
発
現
で
あ
る
。
従
っ
て
暴
力
は
一
定
の
経
済
的
、
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
る
よ
り
も
、
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
間
そ
の
も
の
か
ら
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
政
治
組
織
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
政
治
的
関
係
は
経
済
的
諸
関
係
の
反
映
と
し
て
現
わ
れ
る
。
且
つ
、
経
済
的
生
産
関
係
は
歴
史
的
に
は
一
定
の
生
産
力
の
発
展
に
規
定
さ
れ
て
成
立
す
る
。
お
い
て
、
一
定
の
必
然
的
の
、
彼
ら
の
意
志
か
ら
独
立
し
た
諸
関
係
を
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
物
質
的
生
産
諸
力
の
或
る
一
定
の
発
展
段
階
マ
ル
ク
ス
の
一
人
間
は
、
彼
ら
の
生
活
の
社
会
的
生
産
に
に
照
応
す
る
生
産
諸
関
係
を
む
す
ぷ
。
こ
れ
ら
の
生
産
諸
関
係
の
総
体
は
、
そ
の
社
会
の
経
済
的
構
造
を
、
す
な
わ
ち
法
制
上
お
よ
び
政
治
上
の
上
層
建
築
が
そ
の
う
え
に
そ
び
え
立
ち
、
一
定
の
社
会
的
意
識
諸
形
態
が
そ
れ
に
照
応
す
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
諸
過
程
一
般
を
制
約
す
る
よ
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
い
。
政
治
関
係
は
一
面
暴
力
関
係
と
し
て
現
象
す
る
が
、
政
治
関
係
即
暴
力
関
係
で
は
な
い
。
生
き
た
人
聞
に
本
来
的
に
具
備
せ
ら
れ
た
物
質
的
力
が
社
会
関
係
と
し
て
暴
力
の
形
態
を
と
り
、
且
つ
そ
れ
が
政
治
関
係
に
と
り
込
ま
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。
政
治
が
経
済
に
対
し
て
相
対
的
独
自
性
を
持
ち
う
る
の
は
、
暴
力
が
政
治
の
一
部
の
役
割
を
荷
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
、
政
治
は
暴
力
を
そ
の
背
景
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
が
具
体
化
せ
ら
れ
る
。
政
治
的
暴
力
は
一
方
で
は
、
経
済
的
生
産
関
係
の
秩
序
維
持
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
と
共
に
、
他
方
で
は
、
例
え
ば
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
価
値
法
則
を
推
進
し
、
或
る
場
合
に
は
そ
れ
を
歪
め
、
又
そ
れ
を
無
視
す
る
o
rが
政
治
は
あ
く
ま
で
も
経
済
的
生
産
関
係
に
対
し
て
、
相
対
的
な
影
響
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
之
に
反
し
て
、
暴
力
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
絶
対
的
な
独
自
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
生
産
関
係
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
力
を
発
揮
す
る
。
文
資
本
主
義
社
会
内
に
於
て
も
、
生
産
関
係
と
し
て
の
価
値
法
則
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
、
暴
力
に
よ
っ
て
、
各
個
人
間
の
等
価
交
換
を
容
易
に
否
定
し
そ
の
収
奪
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
力
が
本
質
的
に
は
、
社
会
的
、
階
級
的
立
場
を
持
つ
も
の
で
な
い
と
同
様
に
、
暴
力
も
本
来
社
会
的
、
階
級
的
立
場
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
た
Y
生
産
力
が
社
会
的
生
産
関
係
に
よ
っ
て
現
実
化
さ
れ
る
に
対
し
て
、
暴
力
は
社
会
的
政
治
関
係
に
規
定
さ
れ
て
現
実
化
す
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
経
済
的
な
、
従
っ
て
政
治
的
な
支
配
階
級
の
用
具
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
同
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
こ
)
五
経
営
と
経
済
五
二
時
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
経
済
的
支
配
階
級
に
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
、
被
支
配
階
級
の
暴
力
の
役
割
を
果
す
場
合
、
即
ち
、
生
産
関
係
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
暴
力
と
い
う
社
会
的
関
係
は
、
人
間
の
自
然
的
側
面
の
最
も
素
朴
な
具
体
的
発
現
で
あ
り
そ
れ
は
人
間
の
自
然
的
倫
理
が
社
会
的
倫
理
を
最
も
本
質
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
暴
力
と
倫
理
は
全
く
反
対
の
立
場
に
あ
り
乍
ら
、
人
間
の
自
然
的
側
面
に
本
来
的
に
具
備
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
階
級
的
規
制
も
、
歴
史
的
制
約
も
な
く
発
現
し
う
る
も
の
と
し
て
、
最
も
素
朴
な
形
態
を
と
り
乍
ら
、
直
接
的
に
社
会
的
生
産
関
係
に
介
入
し
て
来
る
。
又
、
暴
力
機
能
は
政
治
的
諸
関
係
と
照
応
し
が
ち
だ
が
、
一
般
に
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
絶
対
的
独
自
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
経
済
的
諸
関
係
に
対
立
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
諸
国
家
聞
の
経
済
的
対
立
は
、
政
治
的
対
立
を
生
み
、
更
に
武
力
に
よ
る
戦
争
に
発
展
す
る
。
最
後
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
最
後
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
、
国
際
間
題
対
決
の
為
に
、
各
国
家
は
武
力
充
実
に
そ
の
精
力
を
集
中
す
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
反
デ
ュ
l
リ
ン
グ
論
」
に
於
て
、
暴
力
論
を
展
開
す
る
。
即
ち
、
デ
ュ
l
リ
ン
グ
が
「
暴
力
」
を
「
歴
史
的
に
基
本
的
な
る
も
の
」
と
す
る
に
対
し
て
、
彼
は
歴
史
に
於
て
は
経
済
関
係
の
方
が
政
治
関
係
よ
り
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
「
剣
を
手
に
し
て
」
フ
ラ
イ
デ
ー
を
自
分
の
奴
隷
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
を
成
し
と
げ
る
に
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
こ
の
剣
の
ほ
か
に
尚
或
る
物
を
要
す
る
。
奴
隷
は
誰
に
で
も
役
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
使
用
し
う
る
に
は
次
の
二
つ
の
も
の
を
人
は
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
そ
の
奴
隷
の
労
働
に
要
す
る
道
具
と
対
象
物
と
で
あ
り
、
第
二
は
そ
の
奴
隷
の
必
要
と
す
る
生
活
資
料
で
あ
る
σ
だ
か
ら
奴
隷
制
度
が
社
会
の
支
配
的
生
産
方
法
と
な
る
に
は
一
定
の
社
会
的
富
の
上
昇
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
又
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
暴
力
は
単
な
る
意
志
行
為
で
は
な
く
、
そ
の
活
動
に
は
道
具
と
い
う
極
め
て
現
実
的
な
前
提
条
件
を
必
要
と
し
、
そ
の
道
具
の
う
ち
、
よ
り
完
全
な
も
の
は
、
よ
り
不
完
全
な
も
の
を
征
服
す
る
と
い
う
こ
と
、
進
ん
で
こ
の
道
具
は
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
よ
り
完
全
な
る
暴
力
の
道
具
、
即
ち
、
い
わ
ゆ
る
武
器
の
生
産
者
は
よ
り
不
完
全
な
る
そ
れ
の
生
産
者
に
勝
つ
と
い
う
こ
と
、
一
言
に
し
て
掩
え
ば
、
暴
力
の
勝
利
は
武
器
の
生
産
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
生
産
一
般
を
基
礎
と
し
、
従
っ
て
|
|
『
経
済
的
権
力
』
を
基
礎
と
し
、
一
経
済
状
態
ー
を
基
礎
と
し
、
暴
力
の
用
い
る
物
的
手
段
を
基
礎
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
よ
と
説
明
す
る
。
之
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
所
論
は
、
本
稿
の
主
張
と
相
異
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
し
か
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
説
明
は
暴
力
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
永
い
人
間
の
歴
史
を
見
た
場
合
に
は
、
暴
力
よ
り
も
生
産
力
が
本
源
的
に
規
定
す
る
。
一
定
の
生
産
力
の
段
階
に
於
け
る
暴
力
行
為
は
、
指
導
者
階
級
の
交
替
、
乃
至
は
権
力
の
移
行
を
も
た
ら
す
こ
と
は
出
来
る
が
、
生
産
様
式
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
。
暴
力
が
経
済
的
発
展
に
対
し
て
歴
史
上
知
何
な
る
役
割
を
演
ず
る
か
と
い
う
一
般
論
に
対
し
て
、
一
定
の
社
会
内
に
於
け
る
経
済
力
と
暴
力
と
の
具
体
的
な
関
係
と
は
問
題
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
説
明
は
そ
の
点
で
不
適
当
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
定
の
社
会
内
に
於
て
は
、
一
方
の
暴
力
組
織
と
し
て
の
政
治
が
、
そ
の
社
会
秩
序
を
維
持
し
う
る
か
ぎ
り
で
は
、
生
産
力
は
暴
力
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
社
会
秩
序
維
持
に
反
す
る
暴
力
の
力
が
強
い
時
に
は
、
即
ち
、
暴
力
と
暴
力
の
斗
争
、
権
力
と
革
命
力
と
の
斗
争
と
な
る
時
に
は
、
即
ち
最
後
を
決
定
す
る
も
の
は
経
済
力
で
は
な
く
し
て
、
暴
力
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
生
産
力
や
、
武
器
は
一
方
か
ら
他
方
に
容
易
に
奪
取
さ
れ
る
。
即
ち
、
生
産
力
も
武
器
も
本
来
階
級
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
利
用
主
体
の
相
異
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
の
性
格
を
も
持
ち
う
る
か
ら
で
あ
る
。
即
み
、
政
治
権
力
は
経
済
的
主
体
の
所
有
で
あ
り
乍
ら
も
、
同
時
に
政
治
の
背
景
と
し
て
存
在
す
る
武
力
は
、
そ
れ
独
自
の
立
場
に
立
つ
潜
在
的
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
政
治
権
力
に
就
い
て
は
、
経
済
的
支
配
者
と
軍
事
的
支
配
者
は
原
則
と
し
て
同
一
の
階
級
に
属
し
乍
ら
も
、
そ
の
主
導
権
の
所
在
は
状
況
に
よ
っ
て
変
化
し
、
又
時
と
し
て
は
両
者
は
対
立
す
る
二
つ
の
勢
力
に
分
裂
す
る
場
合
が
発
生
す
る
。
第
二
次
大
戦
前
の
日
本
の
国
家
主
権
は
こ
の
両
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
し
、
政
府
に
於
け
る
文
官
と
武
官
と
の
勢
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
こ
)
五
経
営
と
経
済
五
四
力
争
い
は
知
何
な
る
国
に
於
て
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
人
聞
の
社
会
関
係
を
直
接
的
に
、
又
本
質
的
に
規
定
す
る
も
の
は
暴
力
で
あ
り
、
戦
後
後
進
諸
国
に
瀕
発
し
て
い
る
革
命
は
、
常
に
軍
事
力
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
経
済
的
支
配
と
結
び
つ
い
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
軍
事
力
を
中
心
と
し
て
革
命
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
歴
史
的
現
実
で
あ
る
。
大
衆
の
意
識
は
物
質
的
力
に
転
化
す
る
と
い
う
言
葉
は
暴
力
を
意
味
す
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
一
方
で
は
、
「
未
開
人
に
は
掠
奪
は
労
働
し
て
獲
る
よ
り
も
容
易
で
あ
り
、
日
つ
名
誉
で
あ
る
と
さ
え
認
め
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
た
ぎ
侵
略
に
対
す
る
復
讐
の
為
、
文
は
狭
く
な
っ
た
領
土
の
拡
張
の
た
め
に
行
わ
れ
た
戦
争
が
、
今
や
単
な
る
掠
奪
の
た
め
に
行
わ
れ
、
日
常
の
獲
得
部
門
と
な
る
こ
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
家
族
、
私
有
財
産
及
び
国
家
の
起
源
」
)
と
説
明
し
、
暴
力
の
絶
対
的
役
割
と
、
未
聞
社
会
に
於
け
る
軍
司
令
官
の
役
割
を
紹
介
し
て
い
る
。
武
力
に
つ
い
て
、
チ
ャ
i
ル
ス
・
ビ
ア
l
ド
は
次
の
如
く
指
摘
す
る
。
(
清
水
訳
「
政
治
の
経
済
的
基
礎
」
)
一
般
に
軍
事
的
勢
力
の
在
し
な
い
場
合
に
は
、
政
治
権
力
は
自
然
的
且
つ
必
然
的
に
財
産
を
保
有
す
る
者
の
手
に
渡
る
と
い
わ
れ
る
が
こ
の
テ
ー
ゼ
が
最
も
早
く
包
括
的
な
形
で
ひ
ろ
め
ら
れ
、
実
際
政
治
に
適
用
せ
ら
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
合
衆
国
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
両
国
の
地
理
的
な
地
位
は
、
攻
撃
乃
至
防
禦
の
た
め
の
巨
大
な
軍
隊
の
維
持
を
不
必
要
な
ら
し
め
、
文
官
の
武
官
に
対
す
る
優
位
性
が
保
た
れ
た
。
又
マ
ル
ク
ス
は
歴
史
を
階
級
斗
争
に
還
元
し
、
唯
物
論
的
決
定
論
を
構
成
し
、
そ
の
主
要
な
経
済
学
研
究
を
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
主
義
を
古
典
的
実
例
と
し
て
用
い
た
U
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
社
会
現
象
と
し
て
の
戦
争
に
若
干
の
注
意
を
む
け
た
が
、
彼
ら
は
共
に
か
れ
の
「
経
済
人
」
を
世
界
史
に
お
け
る
「
軍
事
人
」
の
役
割
を
劃
酌
し
つ
冶
述
べ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
c
そ
し
て
、
経
済
人
は
完
全
に
「
軍
事
人
」
を
圧
倒
し
、
国
家
ば
衰
滅
す
る
で
一
心
ろ
う
、
人
間
の
福
祉
の
た
め
に
す
る
物
の
管
理
が
力
に
よ
る
政
治
に
と
っ
て
代
る
だ
ろ
う
と
い
う
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
の
一
般
理
念
は
マ
ル
ク
ス
に
於
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
し
、
資
本
主
義
的
自
由
放
任
の
領
域
、
か
広
〈
な
る
と
考
え
た
υ
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
自
身
さ
え
よ
り
社
会
主
義
え
の
転
換
が
イ
ギ
リ
ス
と
合
衆
国
と
で
は
暴
力
的
万
法
で
な
く
、
立
道
的
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
現
代
世
界
の
歴
史
は
「
軍
事
人
」
が
「
経
済
人
」
の
犠
牲
に
於
て
国
家
を
支
配
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
、
軍
事
的
な
面
を
も
含
め
て
の
政
治
は
、
経
済
的
基
礎
を
持
た
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
滅
亡
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
済
学
を
考
慮
に
入
れ
な
い
政
治
学
は
占
星
術
の
域
を
出
な
い
。
従
っ
て
、
世
界
を
震
憾
さ
せ
る
よ
う
な
規
模
の
革
命
や
戦
争
は
、
経
済
と
政
治
と
の
形
式
や
機
能
に
急
激
な
変
化
を
伴
っ
た
が
、
軍
事
勢
力
が
経
済
と
政
治
と
の
双
万
に
対
し
て
勝
を
制
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
己
自
身
の
経
済
的
基
礎
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
不
毛
の
権
力
の
廃
墳
の
只
中
で
潰
滅
す
る
他
は
な
い
。
経
済
と
政
治
は
人
聞
社
会
の
初
期
か
ら
既
に
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
お
り
、
経
済
的
諸
変
化
は
政
治
に
影
響
し
、
政
治
上
の
諸
変
化
は
経
済
の
諸
制
度
や
諸
勢
力
に
影
響
し
た
。
ピ
ア
l
ド
は
大
略
以
上
の
如
く
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
を
批
判
し
、
世
界
史
把
握
の
軍
事
力
無
視
を
指
摘
す
る
が
、
俗
的
浅
薄
さ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
歴
史
の
発
展
は
確
か
に
、
個
別
的
、
具
体
的
に
は
軍
事
力
乃
至
は
政
治
に
よ
っ
て
変
化
し
た
円
だ
が
本
質
的
に
生
産
力
の
発
展
段
階
が
政
治
形
態
を
規
定
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
理
解
の
通
マ
ル
ク
ス
が
社
会
科
学
を
確
立
す
る
上
に
於
て
、
歴
史
的
に
も
、
従
っ
て
論
理
的
に
も
人
間
主
体
と
し
て
の
政
治
的
側
面
が
捨
象
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
か
〉
る
マ
ル
ク
ス
の
抽
象
化
が
マ
ル
ク
ス
支
持
の
人
々
に
も
、
マ
ル
ク
ス
批
判
の
人
々
に
も
、
軽
率
に
理
解
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス
学
者
が
経
済
主
義
、
客
観
主
義
的
傾
向
を
強
く
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
か
〉
る
意
味
に
於
て
、
ビ
ア
!
ド
の
指
摘
も
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
社
会
形
態
の
変
化
、
乃
至
革
命
は
、
一
般
に
説
明
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
主
義
土
台
、
上
部
構
造
論
で
は
説
明
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
五
、
社
会
発
展
と
自
由
吾
々
は
社
会
の
生
産
力
の
発
展
に
伴
い
、
社
会
構
成
員
の
個
体
と
集
団
と
の
関
係
、
社
会
の
内
包
外
延
の
関
係
に
、
主
要
な
二
つ
の
傾
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
ご
)
五
五
経
営
と
経
済
五
六
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
一
つ
は
社
会
そ
の
も
の
の
拡
大
で
あ
る
。
生
産
力
の
増
大
は
人
口
の
増
大
を
、
交
通
の
発
展
は
経
済
的
交
流
圏
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
経
済
的
に
も
、
政
治
的
に
も
、
地
域
的
に
も
社
会
そ
の
も
の
が
拡
大
し
て
ゆ
く
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
個
人
の
自
由
の
発
展
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
欲
望
の
追
求
が
、
個
人
主
義
を
そ
の
本
質
と
し
て
持
つ
乙
と
は
、
社
会
の
発
展
も
又
、
そ
の
根
底
に
個
人
主
義
的
傾
向
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
自
由
は
か
、
る
個
人
主
義
的
欲
望
追
求
の
実
現
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
、
社
会
的
制
約
の
反
対
概
念
と
し
て
追
求
せ
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
人
間
の
歴
史
は
又
自
由
の
獲
得
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。一
般
に
「
自
由
」
な
る
概
念
は
、
種
々
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
又
マ
ル
ク
ス
主
義
に
於
て
も
、
極
め
て
観
念
的
な
行
き
す
ぎ
た
解
釈
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
例
え
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
は
「
自
由
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
諸
制
限
は
全
く
人
間
同
志
の
敵
対
関
係
か
乙
れ
は
全
く
誤
り
で
あ
る
o
」
「
=
〉
門
守
g
Z
2
ω
。同
Egω
ご
」
と
規
定
す
る
が
、
か
く
の
ら
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
如
く
、
自
由
の
概
念
を
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に
ま
で
拡
張
す
る
の
は
逆
に
誤
り
で
あ
る
。
之
ら
の
誤
り
の
原
因
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
規
定
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
自
由
は
自
然
法
則
か
ら
の
独
-
V
.
と
い
う
夢
の
う
ち
に
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
ら
こ
の
知
識
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
法
則
を
一
定
の
目
的
の
達
成
に
む
け
て
組
織
的
に
働
か
せ
る
可
能
性
の
う
ち
に
存
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
志
の
自
由
と
は
、
主
題
に
関
す
る
真
の
知
識
を
も
っ
て
決
定
を
な
し
う
る
能
力
の
こ
と
に
外
な
ら
な
い
よ
と
い
う
が
、
に
基
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
の
法
則
の
知
識
と
、
乙
〉
に
説
明
さ
れ
て
あ
る
自
由
は
意
志
の
自
由
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
こ
の
限
り
に
於
て
は
、
へ
l
ゲ
ル
の
「
自
由
と
は
必
然
性
の
知
識
で
あ
る
こ
と
い
う
規
定
に
強
く
影
響
き
れ
て
い
る
と
云
え
る
。
吾
々
が
問
題
に
す
べ
き
自
由
と
は
、
か
冶
る
観
念
的
な
「
意
志
の
自
由
し一
、
「
選
択
の
自
由
」
の
規
定
で
は
な
い
。
「
自
由
」
と
い
う
概
念
は
、
よ
り
具
体
的
な
、
社
会
的
な
人
間
関
係
の
概
念
に
極
限
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
支
配
者
に
対
し
て
斗
い
と
っ
て
来
た
も
の
と
し
て
、
具
体
的
な
内
容
を
以
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
る
『
強
制
』
、
ル
イ
ス
の
如
き
は
「
人
間
は
独
り
で
は
不
自
由
で
あ
る
。
人
は
同
輩
と
の
協
力
に
よ
っ
て
自
由
を
手
に
入
れ
る
。
か
く
て
社
会
の
あ
ら
「
禁
止
』
、
『
義
務
』
は
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
自
由
を
手
に
入
れ
る
と
乙
ろ
の
当
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
」
「
責
務
』
、
と
説
明
す
る
が
、
そ
れ
は
甚
だ
し
い
こ
じ
つ
け
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
自
由
は
物
質
的
、
及
び
精
神
的
な
人
間
的
福
祉
、
満
足
、
願
望
の
全
体
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
(
ル
イ
ス
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
偏
見
な
き
精
神
」
)
「
目
的
の
実
現
可
能
性
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
意
味
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
目
的
の
実
現
可
能
性
は
一
定
の
生
産
力
の
発
展
段
階
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
っ
て
、
人
聞
が
自
分
即
ち
、
自
由
は
人
間
欲
望
充
足
の
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
の
意
志
の
通
り
に
行
い
う
る
こ
と
は
、
欲
望
の
最
大
充
足
の
可
能
性
を
、
自
由
と
い
う
社
会
関
係
的
概
念
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
自
由
は
人
間
に
と
っ
て
は
何
ら
絶
対
的
な
価
値
物
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
ル
イ
ス
の
よ
う
に
、
主
観
的
目
的
そ
「
自
由
」
の
概
念
を
か
く
の
如
く
歪
曲
す
る
乙
と
は
誤
り
で
あ
る
。
又
彼
の
如
く
「
自
然
法
則
を
発
見
し
の
も
の
を
価
値
づ
け
る
為
に
、
て
利
用
す
る
こ
と
か
ら
来
る
自
由
よ
り
ほ
か
に
い
か
な
る
自
由
も
存
在
し
な
い
。
」
と
し
自
由
を
そ
の
必
要
性
の
認
識
と
す
る
こ
と
は
、
殊
更
に
人
聞
の
支
配
関
係
を
陰
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
。
奴
隷
が
搾
取
さ
れ
る
「
必
然
性
を
認
識
し
」
た
か
ら
と
い
っ
て
、
又
奴
隷
が
解
放
さ
れ
る
必
然
性
を
認
識
し
、
か
く
の
知
く
実
践
し
努
力
す
る
こ
と
は
何
ら
自
由
を
意
味
し
な
い
。
吾
々
は
奴
隷
が
社
会
的
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
自
由
の
獲
得
と
い
う
。
歴
史
的
に
は
自
由
は
一
つ
の
具
体
的
な
主
張
で
あ
っ
て
、
必
要
性
の
認
識
乃
至
は
遂
行
で
は
な
し、。
人
聞
の
歴
史
が
斗
い
と
っ
て
来
た
も
の
は
、
欲
望
の
最
大
の
実
現
可
能
性
と
し
て
の
社
会
的
自
由
で
あ
り
、
奴
隷
制
か
ら
の
、
封
建
的
束
縛
か
ら
の
解
放
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
血
族
的
、
地
域
的
、
従
っ
て
社
会
的
な
一
切
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
事
乙
そ
自
由
で
あ
る
と
い
え
る
。
自
由
は
、
人
間
的
な
従
っ
て
個
人
主
義
的
な
、
対
社
会
的
主
張
で
あ
り
、
対
社
会
的
実
践
的
概
念
で
あ
る
。
自
由
は
人
間
欲
望
の
社
会
的
表
現
で
あ
る
。
即
ち
、
必
然
性
の
認
識
と
云
う
諦
観
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
人
間
的
な
、
従
っ
て
、
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
二
)
五
七
経
営
と
経
済
五
J¥、
個
人
主
義
的
な
対
社
会
的
主
張
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
歴
史
の
或
る
段
階
に
於
て
は
、
社
会
の
一
部
の
人
々
の
欲
望
の
社
会
的
表
現
で
あ
り
得
て
も
、
他
の
人
々
に
と
っ
て
は
欲
望
被
収
奪
の
社
会
的
表
現
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
は
「
自
由
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
、
各
人
が
勝
手
に
彼
自
身
と
彼
の
労
働
の
産
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
、
他
の
人
々
の
場
合
に
は
、
あ
る
人
々
が
勝
手
に
他
人
と
他
人
の
労
働
の
産
物
と
を
処
理
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
と
説
明
す
る
如
く
、
自
由
も
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
、
必
ず
し
も
欲
望
充
足
の
可
能
性
を
実
現
せ
し
む
る
も
の
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
自
由
に
限
ら
ず
、
正
義
、
愛
情
等
社
会
的
倫
理
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
も
の
も
、
現
実
に
は
生
産
力
の
発
展
の
段
階
に
規
制
せ
ら
れ
、
変
型
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。
特
に
階
級
社
会
に
於
け
る
欲
望
の
充
足
は
、
社
会
的
自
由
の
程
度
に
よ
っ
て
段
階
づ
け
ら
れ
た
。
社
会
の
生
産
様
式
は
生
産
力
の
発
展
に
規
制
さ
れ
て
、
原
始
共
産
社
会
か
ら
、
奴
隷
制
、
封
建
制
、
資
本
主
義
、
共
産
主
義
と
し
て
、
そ
の
発
展
の
必
然
性
に
於
て
把
握
さ
れ
る
が
、
人
間
主
体
の
意
志
と
し
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
も
の
は
、
少
く
と
も
各
段
階
の
革
命
の
主
体
的
契
機
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
は
、
人
権
乃
至
人
間
の
自
由
の
伸
長
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
人
間
は
各
個
人
の
欲
望
の
充
足
、
生
活
の
維
持
の
為
に
は
、
会
は
人
間
の
存
在
形
式
で
さ
え
あ
っ
た
。
一
定
の
杜
会
を
構
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
又
か
〉
る
杜
即
ち
、
国
家
は
社
会
の
財
産
の
諸
形
式
、
所
有
権
、
生
産
方
法
、
経
済
的
諸
制
度
を
法
文
化
し
、
そ
の
一
定
の
制
約
の
下
に
於
て
、
社
会
構
成
員
の
生
活
の
自
由
な
活
動
を
認
め
た
。
之
ら
社
会
的
規
範
は
法
文
化
せ
ら
れ
よ
う
と
、
伝
習
化
せ
ら
れ
よ
う
と
、
そ
の
制
度
維
持
の
為
に
、
一
方
で
は
暴
力
を
背
景
と
し
た
政
治
権
力
と
し
て
の
外
的
規
範
と
、
他
方
で
は
杜
会
構
成
員
の
個
人
的
自
制
に
ま
っ
と
こ
ろ
の
内
的
規
範
と
し
て
の
宗
教
や
倫
理
道
徳
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
之
ら
社
会
秩
序
維
持
の
為
の
規
範
は
社
会
構
成
員
全
体
の
立
場
を
反
映
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
社
会
が
階
級
的
度
合
を
濃
厚
に
す
る
に
つ
れ
、
支
配
者
階
級
的
利
害
の
上
に
、
社
会
的
規
範
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
本
来
個
人
主
義
的
人
間
の
欲
望
の
社
会
内
実
現
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
、
必
ず
自
由
の
制
限
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
か
く
の
如
き
倫
理
と
し
て
の
自
由
の
制
限
で
な
く
し
て
、
差
別
と
し
て
の
自
由
の
制
限
は
、
之
ら
権
力
機
構
が
如
何
に
強
力
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
聞
を
完
全
に
支
配
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
、
人
間
は
如
何
な
る
時
代
に
於
て
も
、
如
何
な
る
外
的
制
約
の
下
に
於
て
も
、
自
ら
の
幸
福
は
自
ら
の
意
志
と
方
法
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
努
力
し
て
来
た
。
動
物
に
と
っ
て
は
未
来
は
意
識
と
し
て
把
握
さ
れ
な
い
。
人
間
は
少
く
と
も
、
未
来
に
期
待
を
持
た
な
い
者
は
一
日
と
雄
も
生
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
奴
隷
船
の
中
の
鞭
う
た
れ
る
生
活
の
中
で
も
、
将
来
の
生
活
を
夢
み
て
、
現
在
の
苦
痛
に
耐
え
た
し
、
か
く
の
如
、
き
た
く
ま
し
さ
が
人
聞
社
会
の
発
展
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
国
家
に
よ
る
社
会
的
規
制
は
、
奴
隷
制
、
封
建
制
、
資
本
主
義
、
社
会
主
義
と
な
っ
た
が
、
国
家
と
い
う
権
力
組
織
の
な
い
社
会
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
国
家
で
あ
ろ
う
と
、
民
主
々
義
国
家
で
あ
ろ
う
と
、
維
持
の
為
の
国
家
は
常
に
必
要
で
あ
っ
た
。
一
定
の
社
会
秩
序
の
た
し
か
に
、
人
聞
の
個
人
主
義
的
傾
向
の
増
大
は
、
逆
に
経
済
圏
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
社
会
構
成
員
の
血
族
的
、
地
域
的
、
従
っ
て
又
有
機
体
的
共
同
意
識
の
稀
薄
化
を
も
た
ら
し
た
。
資
本
主
義
で
は
将
に
国
家
は
無
用
の
長
物
と
化
し
、
個
人
の
利
欲
の
追
求
が
同
時
に
、
社
会
の
秩
序
あ
る
発
展
と
一
致
す
る
と
い
う
幻
想
の
下
に
出
発
し
、
古
典
派
経
済
学
は
こ
れ
を
理
論
的
に
裏
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
又
社
会
主
義
に
於
け
る
国
家
消
滅
論
も
一
一
種
の
幻
想
に
す
ぎ
ず
、
社
会
が
単
な
る
経
済
的
諸
関
係
で
な
い
限
り
は
、
国
家
の
存
在
を
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
人
聞
の
自
由
ほ
生
産
力
に
規
定
さ
れ
た
相
対
的
な
内
容
し
か
持
ち
得
な
い
が
、
自
由
の
伸
長
は
人
聞
の
歴
史
の
発
展
の
万
向
で
あ
り
、
現
実
の
自
由
に
し
ろ
、
そ
の
反
対
概
念
と
し
て
の
国
家
に
し
ろ
、
そ
の
意
味
で
は
相
対
的
な
規
定
に
す
シ
己
な
い
=
自
由
の
伸
長
が
人
間
欲
望
の
可
能
性
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
、
個
人
的
自
由
が
社
会
的
倫
理
と
完
全
に
一
致
し
う
る
可
能
性
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
こ
)
五
九
経
営
と
経
済
六
O
が
出
来
、
そ
の
意
味
で
は
自
由
は
人
聞
社
会
の
最
高
の
倫
理
形
態
で
あ
る
つ
即
ち
、
国
家
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
生
産
力
の
段
階
に
於
て
は
、
倫
理
と
し
て
の
自
由
の
制
限
か
ら
、
個
人
的
自
由
の
無
制
限
が
社
会
的
倫
理
と
一
致
し
う
る
と
こ
ろ
の
生
産
力
の
段
階
ま
で
発
展
し
う
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
国
家
は
消
滅
す
る
ピ
ろ
う
。
六
、
階
級
社
会
に
於
け
る
人
間
の
欲
望
社
会
に
於
け
る
人
間
の
欲
望
の
飽
く
な
き
増
大
は
、
自
ら
の
意
識
の
増
大
の
み
な
ら
ず
、
他
人
と
の
競
争
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
た
と
え
対
等
な
関
係
に
あ
る
人
間
同
志
と
雛
も
、
そ
の
聞
の
競
争
、
斗
争
は
必
然
的
に
優
劣
の
差
を
生
み
、
支
配
、
被
支
配
と
い
う
関
係
に
発
展
す
る
。
か
、
る
支
配
、
被
支
配
と
い
う
階
級
関
係
は
奴
隷
制
社
会
に
せ
よ
、
封
建
社
会
に
せ
よ
、
資
本
制
社
会
に
せ
よ
、
次
第
に
個
人
主
義
的
人
権
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
に
し
て
も
、
尚
十
仔
在
す
る
。
之
れ
ま
で
、
人
間
欲
望
一
般
と
し
て
理
解
さ
れ
た
幾
つ
か
の
傾
向
は
か
く
の
如
き
階
級
社
会
に
於
て
は
知
何
な
る
変
容
を
受
け
て
具
体
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
階
級
社
会
に
於
て
は
、
人
間
の
基
本
的
権
利
を
主
張
し
人
間
の
欲
望
の
追
求
が
、
社
会
的
関
心
と
な
り
得
る
の
は
、
主
と
し
て
支
配
階
級
の
人
聞
に
と
っ
て
の
み
で
あ
る
。
即
ち
、
被
支
配
者
階
級
の
欲
望
は
支
配
者
に
と
っ
て
は
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
な
い
か
、
乃
至
は
第
二
義
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
生
産
力
が
一
定
と
す
れ
ば
、
階
級
的
関
係
は
敵
対
的
な
関
係
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
支
配
階
級
が
よ
り
一
層
の
自
由
、
よ
り
大
な
る
欲
望
の
充
足
を
心
掛
け
れ
ば
、
心
掛
け
る
程
、
奴
隷
の
そ
れ
は
逆
比
例
的
に
低
下
せ
、
ざ
る
得
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
の
如
く
、
例
え
社
会
の
生
産
力
の
発
展
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
階
級
社
会
に
於
て
は
、
支
配
階
級
の
目
的
の
為
に
の
み
意
図
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
力
は
こ
冶
に
於
て
は
階
級
的
な
性
格
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
由
の
獲
得
が
、
身
分
上
の
、
従
っ
て
生
産
関
係
上
の
欲
望
充
足
の
可
能
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
産
力
の
発
展
は
、
物
質
的
な
欲
望
充
足
の
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
。
自
由
は
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
、
被
支
配
者
階
級
に
失
職
、
飢
餓
の
自
由
を
与
え
る
乙
と
が
あ
る
よ
う
に
生
産
力
の
発
展
も
階
級
社
会
に
於
て
は
、
凡
て
の
人
の
欲
望
の
充
足
に
貢
献
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
c
生
産
力
の
発
展
は
歴
史
の
必
然
で
あ
り
、
生
産
力
の
発
展
に
一
致
す
る
こ
と
が
、
社
会
的
価
値
の
凡
て
V
あ
る
如
く
評
価
す
る
多
く
の
マ
ル
キ
ス
ト
は
、
生
産
力
の
階
級
的
性
格
は
見
失
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
生
産
力
の
発
展
は
歴
史
の
必
然
的
法
則
で
あ
っ
た
が
、
五
口
々
人
聞
に
と
っ
て
は
、
生
産
力
の
発
展
は
欲
望
充
足
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
の
発
展
、
即
ち
、
進
歩
的
で
あ
り
、
即
ち
、
科
学
的
で
あ
る
と
す
る
単
純
な
論
法
を
以
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
自
由
主
義
、
個
人
主
義
の
発
展
が
人
間
歴
史
の
主
体
的
発
展
の
方
向
で
あ
る
か
ら
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
即
、
進
歩
的
、
人
間
的
で
あ
る
と
す
る
乱
暴
な
主
張
も
成
立
し
う
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
資
本
主
義
社
会
に
於
け
る
生
産
活
動
は
、
支
配
階
級
と
し
て
の
資
本
家
の
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
資
本
家
は
利
潤
が
発
生
す
る
限
り
に
於
て
、
生
産
を
指
令
し
、
平
均
利
潤
率
の
達
成
を
以
っ
て
一
応
の
目
標
と
し
て
、
生
産
す
る
製
品
を
決
定
す
る
。
且
つ
資
本
家
の
最
大
利
潤
を
求
め
て
経
済
的
に
は
独
占
利
潤
を
、
政
治
的
に
は
政
治
権
力
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
超
過
利
潤
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
資
本
家
が
利
潤
の
最
大
を
求
め
る
動
機
は
、
自
由
競
争
に
於
け
る
資
本
家
の
地
位
を
失
う
ま
い
と
す
る
将
来
に
対
す
る
配
慮
で
あ
り
、
又
そ
の
結
果
と
し
て
の
将
来
と
、
現
在
の
利
潤
分
に
よ
っ
て
よ
り
大
な
る
欲
望
を
充
足
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
生
産
に
於
け
る
価
値
側
面
と
使
用
価
値
側
面
と
の
生
産
力
の
増
大
を
志
す
が
、
資
本
主
義
生
産
の
動
因
は
資
本
家
階
級
の
欲
望
追
求
を
一
歩
も
出
る
こ
と
は
な
い
。
た
Y
彼
ら
は
物
神
性
に
惑
さ
れ
て
貨
幣
の
追
求
と
い
う
形
態
を
と
る
。
貨
幣
は
本
来
欲
望
達
成
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
貨
幣
の
蓄
積
そ
の
も
の
が
資
本
家
の
欲
望
と
し
て
変
質
す
る
傾
向
さ
え
価
値
法
則
は
強
制
す
る
。
勿
論
資
本
主
義
生
産
物
は
そ
の
価
値
が
実
現
さ
れ
な
い
限
り
、
利
潤
と
し
て
資
本
家
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
、
生
産
物
の
価
値
実
現
と
し
て
の
み
、
労
働
者
階
級
の
欲
望
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
場
合
の
労
働
者
階
級
の
欲
望
は
、
労
働
者
の
人
間
的
欲
望
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
資
本
家
階
級
の
欲
望
充
足
の
手
段
と
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
-'-
/¥  
経
蛍
と
経
済
-'-/、
わ
ち
、
生
産
過
程
に
於
て
労
働
者
が
労
働
力
と
し
て
、
す
な
わ
ち
資
本
家
の
生
産
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
す
い
き
な
い
こ
と
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
資
本
主
義
生
産
に
於
げ
る
労
働
力
維
持
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
そ
の
再
生
産
に
必
要
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
己
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
自
由
競
争
が
生
産
力
の
急
激
な
発
展
を
生
み
、
資
本
家
は
勿
論
の
こ
と
、
被
支
配
者
階
級
で
あ
ろ
う
と
間
接
的
に
し
ろ
、
そ
の
思
恵
を
多
分
に
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
性
の
発
展
に
役
立
ち
得
た
乙
と
は
、
昔
の
奴
隷
制
、
封
建
制
等
の
階
級
社
会
と
比
較
し
た
場
合
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
程
の
向
上
を
見
せ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
人
類
は
着
実
に
そ
の
進
歩
の
道
を
辿
っ
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
七
、
結
ぴ
以
上
吾
々
は
、
人
聞
の
欲
望
と
社
会
体
制
と
の
関
聯
を
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
、
掌
握
し
た
が
、
「
自
由
」
は
あ
く
ま
で
「
目
的
の
実
現
可
能
性
」
と
し
て
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
に
於
け
る
自
由
が
、
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
失
職
、
飢
餓
の
自
由
に
す
ぎ
ず
、
極
端
な
不
平
等
乃
至
、
基
本
的
欲
望
の
充
足
さ
え
も
困
難
と
い
う
事
態
に
至
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
資
本
主
義
的
自
由
よ
り
も
、
社
会
主
義
的
不
自
由
を
選
ぼ
う
と
す
る
革
命
意
識
を
も
っ
。
単
な
る
政
権
の
交
替
で
な
い
処
の
社
会
革
命
は
、
人
間
社
会
が
進
め
ば
進
む
程
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
思
想
を
根
底
と
す
る
と
理
解
出
来
る
。
例
え
ば
ブ
ル
ジ
ョ
フ
革
命
に
於
て
は
、
封
建
的
階
級
的
差
別
の
撤
廃
と
、
人
間
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
人
聞
の
平
等
を
そ
の
基
本
的
精
神
と
し
た
。
然
し
、
既
に
検
討
し
た
如
く
、
そ
れ
は
大
衆
を
完
全
に
解
放
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
新
し
い
制
度
の
下
に
於
て
、
そ
れ
が
且
つ
て
の
閉
鎖
的
な
、
身
分
的
な
階
級
制
度
か
ら
の
解
放
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
進
歩
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
家
族
的
、
相
互
扶
助
的
要
素
が
後
退
し
、
他
万
個
人
主
義
的
自
由
の
伸
長
に
伴
い
、
生
活
は
個
人
の
責
任
と
能
力
に
帰
せ
ら
れ
た
。
即
ち
、
個
人
主
義
が
新
し
い
社
会
道
徳
と
し
て
称
揚
せ
ら
れ
、
ス
ミ
ス
の
経
済
人
が
新
し
い
社
会
的
倫
理
の
象
徴
と
し
て
現
わ
れ
る
。
彼
は
歴
史
的
に
も
、
理
論
的
に
も
、
社
会
発
展
の
法
則
の
一
要
因
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
又
既
に
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
吾
々
個
人
の
欲
望
は
、
家
存
、
と
い
う
制
約
の
下
に
、
従
っ
て
家
族
単
位
と
し
て
の
欲
望
と
し
て
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
個
人
主
義
は
未
だ
私
的
家
族
主
義
の
意
味
に
す
ぎ
な
い
。
家
族
主
義
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
真
の
個
人
主
義
は
尚
将
来
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
既
に
吾
々
は
資
本
主
義
の
下
に
於
て
も
、
家
族
内
に
個
人
主
義
が
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
形
態
の
或
る
程
度
の
崩
壊
を
み
る
。
即
ち
、
男
女
同
権
制
で
あ
り
、
家
族
内
に
於
け
る
私
有
制
の
伸
長
で
あ
り
、
社
会
的
に
は
離
婚
の
増
大
、
子
息
の
反
抗
で
あ
る
。
し
か
し
共
産
主
義
社
会
に
於
て
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
社
会
的
に
解
決
さ
れ
る
方
向
を
辿
る
。
子
供
は
個
人
的
な
所
有
物
で
は
な
く
、
国
家
集
団
の
財
産
で
あ
り
、
教
育
や
、
生
育
期
間
の
養
育
費
そ
の
他
は
国
家
の
重
要
な
任
務
に
転
じ
つ
、
ご
め
る
。
之
ら
は
新
し
い
意
味
で
の
個
人
主
義
の
発
展
で
あ
り
、
自
由
主
義
の
一
つ
面
の
発
展
で
あ
ろ
う
。
自
由
主
義
、
民
主
々
義
は
資
本
主
義
制
度
特
有
の
内
容
の
如
く
い
わ
れ
る
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
自
由
主
義
、
民
主
々
義
は
凡
ゆ
る
社
会
形
態
に
於
て
も
現
わ
れ
う
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
伺
故
な
れ
ば
そ
れ
は
人
間
の
基
本
的
人
権
に
根
、
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
聞
の
一
つ
の
側
面
か
ら
規
定
さ
れ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
五
口
々
は
経
済
的
な
諸
条
件
を
、
究
極
に
お
い
て
歴
史
的
発
展
を
条
件
。
つ
け
る
も
の
と
み
る
。
. 
政
治
的
、
法
律
的
、
哲
学
的
、
宗
教
的
、
美
術
的
、
等
々
の
発
展
は
、
経
済
的
発
展
に
基
づ
く
。
そ
れ
は
、
経
済
的
な
事
態
が
原
因
で
た
だ
独
り
能
動
的
で
あ
り
、
そ
の
他
の
も
の
は
す
べ
て
た
、
受
動
的
な
結
果
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
究
極
に
お
い
て
つ
ね
に
自
己
を
遂
行
し
ゅ
く
経
済
的
必
然
性
を
基
礎
と
す
る
交
互
作
用
で
あ
る
。
:
:
:
そ
れ
ゆ
え
に
人
々
が
あ
ち
こ
ち
で
勝
手
に
考
え
る
よ
う
に
、
経
済
的
な
事
態
が
自
動
的
に
作
用
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
人
間
自
身
が
そ
の
歴
史
を
作
る
。
が
し
か
し
、
人
聞
を
条
件
づ
け
が
ま
た
そ
の
他
の
政
治
的
な
ら
び
に
観
念
的
関
係
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
よ
う
と
も
、
る
所
与
の
環
境
の
う
ち
で
、
現
有
の
事
実
的
な
諸
関
係
の
基
礎
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
関
係
の
う
ち
で
、
経
済
的
な
関
係
は
、
い
か
に
そ
れ
な
ほ
究
極
に
お
い
て
は
決
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
経
済
政
策
本
質
論
(
そ
の
二
)
ノ、
六
四
一
貫
し
た
、
赤
い
糸
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
」
(
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
十
一
巻
)
と
い
う
文
章
は
暴
力
の
独
自
的
機
能
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
経
営
と
経
済
れ
に
よ
っ
て
の
み
理
解
に
導
か
れ
る
、
